
発　行　所
三四会医学部新聞編集室
〒160―8582
　 東京都新宿区信濃町35
電話（3353）1211 内線64996

会員については会費
に購読料が含まれる
発行人　武田　純三
毎月　１回20日発行

第813号令和元年7月20日 （昭和26年４月18日第三種郵便物認可） 毎月20日発行　定価１部20円慶 應 義 塾 医 学 部 新 聞（1）

　

「
過
ち
を
改
め
る
こ
と
が

苦
手
」
な
の
は
国
民
性
な
の

だ
ろ
う
か
。
近
年
の
厚
生
行

政
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
や

優
性
保
護
法
の
改
正
の
遅
れ

に
み
ら
れ
る
。
今
私
の
目
前

に
は
対
策
型
肺
が
ん
検
診
を

い
つ
ま
で
続
け
る
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
。

　

肺
が
ん
検
診
と
謳
え
ば
国

民
の
大
半
は
、
毎
年
検
診
を

受
け
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮

影
す
れ
ば
、
肺
癌
の
早
期
発

見
や
治
療
が
で
き
る
と
理
解

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
対

策
型
と
い
う
の
は
国
が
主
導

す
る
も
の
で
、
40
歳
以
上
の

す
べ
て
の
国
民
が
対
象
で
、

こ
の
健
診
に
よ
っ
て
肺
が
ん

死
亡
率
か
低
下
す
る
と
し
て

い
る
。

　

そ
れ
で
は
肺
が
ん
検
診
は

ど
の
く
ら
い
国
民
の
期
待
に

応
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

肺
が
ん
検
出
率
は
、
肺
が
ん

罹
患
者
の
10
〜
30
％
に
留
ま

る
だ
け
で
な
く
、
発
見
さ
れ

た
肺
が
ん
の
60
〜
70
％
は
進

行
が
ん
で
あ
る
。
Ｃ
Ｔ
は
過

剰
診
断
が
危
惧
さ
れ
る
も
の

の
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
10
倍
も

肺
が
ん
を
検
出
し
、
そ
の
う

ち
69
％
は
早
期
が
ん
と
い
う

成
績
も
あ
る
。

　

見
落
と
し
に
は
４
つ
理
由

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
肺
が
ん
小
さ
く
て
Ｘ
線
が

透
過
し
て
し
ま
う
、
②
心
・

縦
隔
な
ど
や
他
の
肺
内
病
変

に
隠
れ
る
、
③
検
診
で
多
数

の
フ
ィ
ル
ム
を
読
む
こ
と
に

伴
う
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
、

④
検
診
イ
ン
タ
ー
バ
ル
に
肺

が
ん
が
発
生
す
る
、
で
あ
り

肺
が
ん
検
診
で
見
落
と
し
は

避
け
ら
れ
な
い
。
他
方
、
見

落
と
し
が
多
い
こ
と
を
事
前

に
説
明
し
た
時
に
受
診
希
望

者
は
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る

肺
が
ん
検
診
の
エ
ビ
デ
ン
ス

が
示
さ
れ
ず
、
先
進
諸
国
で

実
施
し
て
い
る
国
は
な
い
。

一
方
、
低
線
量
Ｃ
Ｔ
を
用
い

た
肺
が
ん
検
診
が
、
高
リ
ス

ク
者
で
有
効
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
、
米
欧
で
も
任
意

検
診
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
き

て
い
る
。
日
立
市
の
後
ろ
向

き
研
究
で
は
低
リ
ス
ク
者
で

も
有
用
と
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｔ
を

検
診
で
用
い
る
に
は
、
費

用
、
被
爆
、
検
診
体
制
な
ど

か
ら
希
望
者
に
行
う
し
か
な

い
が
、
方
向
と
し
て
は
レ
ン

ト
ゲ
ン
（
対
策
型
肺
が
ん
検

診
）
か
ら
Ｃ
Ｔ
（
任
意
型
低

線
量
Ｃ
Ｔ
検
診
）
へ
の
流
れ

は
間
違
い
な
い
。「
過
ち
を

改
め
る
こ
と
が
苦
手
」
で
あ

り
続
け
な
い
こ
と
を
期
待
し

て
や
ま
な
い
。

（
河
北
医
療
財
団
顧
問
／

　

河
北
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

金
澤　

實　

内
52
回
）

米
国
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
研
究
所
と
の

研
究
連
携
協
定
締
結

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
・
医
学
研
究
科

瑞
宝
双
光
章
受
章
に
あ
た
っ
て

伊
藤 

豊
彦（
50
回
）

愛
知
県
警
察
嘱
託
医

高
辻
医
院
院
長

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
て

河
合 

俊
明（
52
相
当
）

戸
田
中
央
臨
床
検
査
研
究
所
所
長

防
衛
医
科
大
学
校
名
誉
教
授

澤　　温 （精神・神経科学　51回）

「精神科救急医療への貢献・ 精神障害者の社
会復帰および地域ケアへの貢献」

關　守信 （内科学　82回）

「 PD-1阻害薬による炎症性ミオパチーの包括
的検討」

木下　智成 （外科学　86回）

「非小細胞肺癌における非喫煙者に特異的な
腫瘍微小環境の免疫学的解明」

森實　隆司 （内科学　84回）

「Flow-enhanced vascularization and 
maturation of kidney organoids in vitro」

石澤　　丈 （内科学　83回）

「Mitochondrial ClpP-mediated proteolysis 
induces selective cancer cell lethality」

大久保　寿樹 （整形外科学　88回）

「Treatment with a Gamma-Secretase 
Inhibitor Promotes Functional Recovery 
in Human iPSC-Derived Transplants for 
Chronic Spinal Cord Injury」

令和元年度三四会社会功労賞受賞者

令和元年度三四会奨励賞受賞者

基礎分野

臨床医学

三四会評議員会報告
　

去
る
６
月
15
日
（
土
）
に

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館

11
階
の
大
会
議
室
で
令
和
元

年
度
定
例
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

長
倉
和
彦
議
長
（
55
回
）、

星
野
健
副
議
長
（
63
回
）
が

登
壇
し
開
会
宣
言
が
行
わ

れ
、
平
成
30
年
度
物
故
会
員

１
０
２
名
に
対
し
て
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
た
。

　

最
初
に
、
武
田
純
三
会
長

（
52
回
）
か
ら
の
挨
拶
と
し

て
、
高
額
寄
付
者
の
氏
名
を

記
載
し
た
銘
板
の
新
病
院
棟

へ
の
設
置
や
記
念
誌
の
発
刊

等
の
医
学
部
１
０
０
周
年
の

事
業
は
完
結
し
、
今
後
は

「
記
録
を
残
す
」
こ
と
を
基

本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

医
学
部
新
聞
の
保
存
を
は
じ

め
と
す
る
三
四
会
１
０
０
周

年
を
記
念
す
る
事
業
を
計
画

し
て
い
る
こ
と
や
、
医
学
、

医
療
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献

す
る
三
四
会
と
し
て
引
き
続

き
三
田
会
等
と
の
連
携
を
図

る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

議
事
で
は
、
例
年
通
り
、

第
一
号
議
案
（
平
成
30
年
度

事
業
報
告
）、
第
二
号
議
案

（
平
成
30
年
度
会
計
決
算
）、

第
三
号
議
案
（
財
産
目
録
、

会
計
事
務
処
理
及
び
財
産
管

理
監
査
報
告
）
に
つ
い
て
、

副
会
長
、
担
当
理
事
、
監
事

か
ら
説
明
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　

第
四
号
議
案
（
三
四
会
銘

板
設
置
計
画
）
に
お
い
て
、

多
額
の
寄
付
を
さ
れ
な
が
ら

塾
の
規
定
に
よ
り
新
病
院
棟

に
設
置
さ
れ
た
銘
板
に
氏
名

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
方
に

つ
い
て
、
三
四
会
と
し
て
そ

の
氏
名
を
掲
載
し
た
銘
板
を

別
途
作
成
し
新
病
院
棟
に
設

置
す
る
計
画
が
承
認
さ
れ

た
。

　

続
い
て
、
第
五
号
議
案

（
令
和
元
年
度
事
業
計
画
）、

第
六
号
議
案
（
令
和
元
年
度

会
計
予
算
）
に
つ
い
て
、
三

四
会
１
０
０
年
記
念
行
事
の

進
捗
状
況
を
含
め
て
副
会
長

か
ら
説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
医
学
部
・
病
院

報
告
と
し
て
、
安
井
正
人
医

学
部
長
補
佐
（
68
回
）
と
長

谷
川
奉
延
副
病
院
長
（
63
相

当
）
か
ら
近
況
報
告
が
行
わ

れ
、
新
病
院
棟
の
完
成
に
よ

り
学
生
教
育
の
充
実
を
進
め

る
こ
と
、
昨
年
の
本
庶
佑
博

士
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
よ

っ
て
慶
應
医
学
賞
受
賞
者
か

ら
の
ノ
ー
ベ
ル
受
賞
者
は
８

名
と
な
っ
た
こ
と
、
臨
床
研

究
中
核
病
院
・
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
中
核
拠
点
病
院
・
Ａ
Ｉ

　

こ
の
度
、
２
０
１
９
年
６

月
27
日
付
け
で
、
米
国
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
研
究
所

（
英
語:The J. David 

Gladstone Institutes 

）
と

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
・
医

学
研
究
科
は
、
研
究
連
携
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
２
０
１

９
年
６
月
に
米
国Los 

Angeles

で
開
催
さ
れ
た
国

際
幹
細
胞
学
会
の
会
場
で
あ

るL
o
s A

n
g
e
le
s 

Convention Center

に
お
き

ま
し
て
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー

ン
研
究
所
のD

eepak 
Srivastava

所
長
と
慶
應
義

塾
大
学
医
学
研
究
科
委
員
長

の
岡
野 

栄
之
が
出
席
し
た

協
定
書
調
印
式
が
執
り
行
わ

れ
、
天
谷
雅
行
医
学
部
長
、

岡
野
研
究
科
委
員
長
と

Srivastava

所
長
３
名
が
署

名
し
た
協
定
書
が
取
り
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
研
究

所
は
、
１
９
７
９
年
に
設
立

さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校

（
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
と
提
携
関
係

を
結
ぶ
医
学
研
究
所
で
あ
り

ま
す
。

　

同
研
究
所
は
、
心
血
管
系

病
研
究
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
、
神
経
疾
患
、
ウ
イ
ル
ス

学
・
免
疫
学
と
い
う
４
つ
の

柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
医

学
研
究
所
で
あ
り
ま
す
。
２

０
１
２
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
受
賞
者
で
あ
る

山
中
伸
弥
博
士
が
研
究
員
時

代
を
過
ご
す
な
ど
、
人
材
育

成
の
点
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
る
と
と
も
に
、
同
研
究
所

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ベ
イ
エ
リ
ア
の
多
く
の
企
業

と
の
連
携
や
起
業
家
育
成
と

い
う
点
に
お
い
て
も
、
際
立

っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
研
究

所
と
の
本
協
定
に
よ
り
、
研

究
面
で
は
、
①
神
経
疾
患
・

認
知
症
研
究
：
疾
患
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
や
動
物
モ
デ
ル
を
用
い

た
病
態
解
析
や
創
薬
に
お
け

る
共
同
研
究
の
推
進
、
②
心

血
管
病
研
究
：
疾
患
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
や
動
物
モ
デ
ル
を
用
い

た
病
態
解
析
や
創
薬
に
お
け

る
共
同
研
究
の
推
進
、
③ 

Single Cell

解
析
等
の
手
法

を
駆
使
し
たepigenome

研

究
の
推
進
、
④
免
疫
学
、
炎

症
学
研
究
の
推
進
、
⑤
幹
細

胞
研
究
と
再
生
医
療
研
究
の

推
進
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
領
域
に

お
け
る
ポ
ス
ド
ク
、
大
学
院

生
や
学
部
生
な
ど
若
い
研
究

者
や
学
生
レ
ベ
ル
で
の
人
材

　

中
谷
比
呂
樹
君
（
塾
グ
ロ

ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ

ィ
テ
ュ
ー
ト
特
任
教
授
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
技
術
振
興

基
金
代
表
理
事
）
は
、
我
が

国
か
ら
初
め
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
：W

orld 
Health Organization

）
執

行
理
事
会
議
長
に
就
任
し
、

今
後
1
年
間
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会

へ
の
助
言
や
提
案
を
行
う
と

と
も
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
で
の

決
定
事
項
を
事
務
局
が
着
実

に
実
施
す
る
よ
う
監
督
す
る

任
を
担
う
こ
と

と
な
っ
た
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、

「
全
て
の
人
々

が
可
能
な
最
高

の
健
康
水
準
に

到
達
す
る
こ

と
」
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ

た
国
連
の
専
門

機
関
で
、
１
９
４
８
年
の
設

立
以
来
全
世
界
の
人
々
の
健

康
を
守
る
た
め
、
広
範
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
我
が
国

は
、
１
９
５
１
年
に
加
盟
以

来
、
大
き
な
財
政
的
、
技
術

的
、
人
的
貢
献
を
続
け
て
き

た
。

　

執
行
理
事
会
は
、
年
１
回

開
催
さ
れ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
の

「
執
行
機
関
」
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
で

選
出
さ
れ
る
34
カ
国
が
推
薦

す
る
執
行
理
事
に
よ
っ
て
構

令 和
元年度

令
和
元
年
春
の
瑞
宝
中
綬
章
受
章
に
つ
い
て

玉
井 

誠
一（
54
回
）

防
衛
医
科
大
学
校
名
誉
教
授

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
病
理
診
断
科
常
勤
嘱
託
医

元
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
講
師（
非
常
勤
）

　

令
和
元
年
５
月
31
日
の
午

前
、
私
は
防
衛
省
大
講
堂
に

て
、
防
衛
医
科
大
学
校
（
以

下
、
防
医
大
と
略
し
ま
す
）

名
誉
教
授
と
し
て
防
衛
教
育

功
労
に
対
す
る
瑞
宝
中
綬
章

が
伝
達
さ
れ
、
午
後
に
は
、

防
衛
省
関
連
で
受
章
さ
れ
た

方
々
（
約
１
５
０
名
）
と
そ

の
配
偶
者
と
と
も
に
皇
居
に

参
り
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
い

た
し
ま
し
た
。
以
下
に
は
、

防
衛
省
教
官
と
し
て
の
経
歴

を
記
し
ま
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
の
私
の
先

生
で
あ
っ
た
病
理
学
教
室
故

細
田
泰
弘
先
生
と
の
ご
縁
で

面
識
の
あ
っ
た
井
田
病
院
検

　

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
瑞
宝

中
綬
章
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
慶
應
義
塾
長　

長
谷
川　

彰
先
生
、
慶
應
義

塾
常
任
理
事　

竹
内　

勤
先

生
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

長　

天
谷　

雅
行
先
生
、
慶

應
義
塾
大
学
病
院
長　

北
川

　

雄
光
先
生
、
更
に
慶
應
義

塾
大
学
三
四
会　

会
長　

武

田　

純
三
先
生
よ
り
早
速
ご

懇
篤
な
る
ご
祝
意
を
賜
わ

り
、
誠
に
有
難
く
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
48
年
に
影
山
圭
三
先

生
の
主
催
す
る
医
学
研
究
科

病
理
学
教
室
に
入
学
し
、
助

手
を
へ
て
、
防
衛
医
科
大
学

校
病
理
学
講
座
に
講
師
と
し

て
就
任
し
、
以
来
35
年
間
防

　

昨
年
の
夏
に
誓
察
本
庁
か

ら
、
叙
勲
を
申
請
す
る
と
の

報
告
を
受
け
て
い
た
た
め
本

年
３
月
の
受
章
の
内
定
に
は

正
直
意
外
性
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
自
分
の
行
為
が

こ
れ
に
相
当
す
る
の
か
？
と

い
う
素
朴
な
疑
問
は
つ
き
ま

と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
決
定
ま
で
の
違
反
条

項
が
あ
り
、
約
２
ヵ
月
間
、

交
通
事
故
、
違
反
を
避
け
る

の
に
か
な
り
神
経
を
使
い
ま

し
た
。

　

章
の
原
因
は
警
察
に
対
す

る
功
労
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
が
、
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
か
な
り
ハ
ー
ド
な
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
15
年
ほ

ど
前
で
し
ょ
う
か
、
検
案
件

数
が
異
常
に
増
加
し
、
独
り

で
は
処
理
不
能
に
な
り
か
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
６
年
６
月
の
中

華
航
空
墜
落
事
件
で
は
２
日

間
、
本
業
を
休
ん
で
遠
路
小

牧
空
港
ま
で
往
復
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ

り
、
30
年
以
上
に
わ
た
る
期

間
も
評
価
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

と
、
自
分
で
納
得
し
、
去
る

５
月
29
日
、
皇
居
春
秋
の
間

に
て
、
揃
っ
て
陛
下
に
拝
謁

を
賜
り
、
同
日
に
受
章
い
た

し
ま
し
た
。

　

勲
章
伝
達
式
当
日
の
日
程

は
か
な
り
ハ
ー
ド
な
も
の
で

し
た
。
朝
９
時
30
分
に
指
定

の
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、
全
員

が
揃
っ
て
か
ら
式
典
の
リ
ハ

ー
サ
ル
が
あ
り
ま
す
。
受
章

は
各
部
門
ご
と
に
分
け
ら
れ

て
お
り
、
警
察
関
連
部
門
で

は
78
名
中
４
名
が
瑞
宝
双
光

章
で
、
う
ち
、
民
間
人
は
私

と
北
海
道
の
医
師
で
、
２
人

と
も
警
察
嘱
託
医
で
す
。
そ

の
後
が
本
番
で
、
式
典
終
了

後
、
１
時
間
の
休
憩
の
あ
と

皇
居
へ
向
い
ま
す
。
皇
居
に

は
す
で
に
何
台
か
の
バ
ス
が

到
着
し
て
お
り
、
拝
謁
目
的

の
他
部
門
の
方
々
と
見
う
け

ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
陛

下
が
お
出
ま
し
に
な
る
ま
で

に
、
か
な
り
の
待
ち
時
間
が

あ
り
、
私
も
含
め
て
皆
、
高

齢
の
た
め
、
体
力
的
に
や

や
、
緊
張
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
皇
居
宮
殿
「
春

秋
の
間
」
で
拝
謁
と
な
り
ま

す
。
簡
単
な
御
祝
辞
が
終
わ

り
、
受
章
者
と
付
添
い
者
と

の
列
の
間
を
会
釈
し
な
が
ら

成
さ
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
は
、
執
行
理
事
を

選
出
す
る
執
行
理
事
国
に
頻

繁
に
選
出
さ
れ
、
第
一
代
の

執
行
理
事
は
、
東
龍
太
郎
厚

生
省
医
務
局
長
（
退
官
後
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功

さ
せ
た
東
京
都
知
事
）
で
、

今
ま
で
、
篠
崎
英
夫
君
（
44

回
）
や
尾
身
茂
君
（
特
選
塾

員
）
が
理
事
を
務
め
大
き
な

貢
献
を
さ
れ
た
。

　

今
回
の
中
谷
君
の
執
行
理

事
会
議
長
就
任
に
よ
り
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
各
種
会
合
の
日
本
政

府
代
表
団
の
総
括
は
鈴
木
康

裕
厚
生
労
働
省
医
務
技
監

（
63
回
）、
事
務
局
の
最
高

幹
部
の
一
翼
を
葛
西
健
君

（
69
回
）
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平

洋
地
域
事
務
局
長
と
し
て
担

う
と
い
う
よ
う
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

活
動
の
要
所
要
所
を
三
四
会

員
が
占
め
る
こ
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
分
野
で
活
躍
す
る
若
い
塾

員
も
増
え
て
き
て
い
る
。
例

え
ば
、
岡
安
裕
正
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ

メ
コ
ン
圏
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
計

画
調
整
官
：
78
回
）、
柏
倉

美
保
子
（
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ

・
ゲ
イ
ツ
財
団
日
本
常
駐
代

表
：
塾
法
学
部
卒
）、
乗
竹

亮
治
（
日
本
医
療
政
策
機
構

事
務
局
長
：
塾
総
合
政
策
学

部
卒
）、
毛
利
峰
子
（
世
界

知
的
所
有
権
機
関
（
Ｗ
Ｉ
Ｐ

Ｏ
）：
塾
法
学
部
卒
）
な
ど

列
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

信
濃
町
、
三
田
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ

な
ど
慶
應
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
、
世
界
に
向
け
て
活
躍

さ
れ
る
塾
員
が
ま
す
ま
す
増

え
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
て

い
る
。

中
谷 

比
呂
樹
君（
56
回
）が

Ｗ
Ｈ
Ｏ
執
行
理
事
会
議
長
に
就
任

交
流
に
も
役
立
て
ら
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
学
部
、
医
学

研
究
科
の
み
に
止
ま
ら
ず
、

当
該
の
研
究
分
野
に
関
係
の

あ
る
学
部
、
研
究
科
を
中
心

に
共
同
研
究
等
の
交
流
を
推

進
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま

す
。

（
医
学
研
究
科
委
員
長

�
岡
野
栄
之　

62
回
）

退
場
さ
れ
ま
す
。
私
も
目
の

前
で
目
礼
を
受
け
ま
し
た

が
、
一
生
の
思
い
出
に
な
る

と
信
じ
ま
す
。
さ
ら
に
全
員

で
の
記
念
撮
影
の
あ
と
、
ホ

テ
ル
に
戻
っ
て
解
散
と
な
り

ま
す
。

　

こ
う
し
て
全
式
典
が
終
了

し
た
時
に
は
正
直
、
ほ
っ
と

肩
の
力
が
ぬ
け
ま
し
た
。

　

母
校
を
一
生
の
も
の
と
考

え
る
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の

た
び
の
寄
稿
依
頼
は
大
変
あ

り
が
た
く
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
、
拙
文
で
は
あ
り
ま

す
が
今
回
の
晴
れ
の
気
持
ち

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も
健
康

の
許
す
か
ぎ
り
に
お
い
て
微

力
を
つ
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

令
和
元
年
５
月
31
日

査
部
長
故
関
口
進
先
生
が
防

衛
医
科
大
学
校
教
授
と
し
て

移
籍
さ
れ
、昭
和
61
年
、そ
の

下
に
防
医
大
病
院
検
査
部
助

教
授
（
兼
：
病
院
検
査
部
副

部
長
）
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
。防
医
大
教
官
と
し
て
は
、

特
に
、
病
理
診
断
能
力
を
も

つ
と
と
も
に
、
防
衛
省
衛
生

部
門
の
臨
床
検
査
関
連
の
管

理
・
運
営
を
担
え
、
米
軍
病

理
医
と
対
等
の
医
療
連
携
で

き
る
人
材
育
成
を
目
標
と
し

て
、
防
医
大
卒
業
生
の
日
本

病
理
学
会
認
定
病
理
専
門
医

と
日
本
臨
床
検
査
医
学
会
認

定
臨
床
検
査
専
門
医
の
ダ
ブ

ル
・
ラ
イ
セ
ン
ス
保
持
者
育

成
に
努
め
ま
し
た（
な
お
、私

の
後
任
教
授
・
検
査
部
長
と

し
て
、
防
医
大
1
期
卒
業
生

が
、
そ
の
後
任
に
は
、
7
期

卒
業
生
が
務
め
て
い
ま
す
）。

　

平
成
９
年
に
防
医
大
教
授

（
兼
：
病
院
検
査
部
長
）
を

拝
命
、
17
年
に
副
院
長
を
命

じ
ら
れ
、
医
療
安
全
体
制
確

立
や
医
療
訴
訟
対
応
な
ど
に

ホ
ス
ピ
タ
ル
の
す
べ
て
に
承

認
・
指
定
さ
れ
た
病
院
は
他

に
１
つ
の
大
学
病
院
し
か
な

い
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

た
。

　

続
い
て
、
三
四
会
社
会
功

労
賞
及
び
奨
励
賞
に
つ
い
て

選
考
経
過
が
報
告
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
１
名
と
５
名
の
受
賞

者
に
対
す
る
授
与
式
が
行
わ

れ
、
場
内
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
た
。

　

最
後
に
星
野
副
議
長
か
ら

参
加
者
へ
の
謝
意
が
述
べ
ら

れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。

春
の
叙
勲

一　
　

覧

瑞
宝
中
綬
章

河
合 

俊
明（
52
相
当
）

〈
防
衛
教
育
功
労
〉

防
衛
医
科
大
学
校
名
誉
教
授

戸
田
中
央
臨
床
検
査
研
究
所
所
長

瑞
宝
中
綬
章

玉
井 

誠
一（
54
回
）

〈
防
衛
教
育
功
労
〉

防
衛
医
科
大
学
校
名
誉
教
授

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
病
理
診
断
科
常
勤
嘱
託
医

元
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
講
師
（
非
常
勤
）

瑞
宝
双
光
章

伊
藤 

豊
彦（
50
回
）

〈
警
察
協
力
功
労
〉

愛
知
県
警
察
嘱
託
医

高
辻
医
院
院
長

衛
省
の
教
官
と
し
て
、
病
理

一
筋
の
人
生
で
現
在
も
継
続

中
で
す
。
こ
れ
も
偏
に
永
年

に
亘
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
よ

り
頂
戴
し
ま
し
た
ご
指
導
ご

懇
情
の
賜
と
衷
心
よ
り
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
こ
の
栄
誉
に
恥

じ
る
こ
と
な
き
よ
う
、
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
一
層
精

進
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
何
卒
相
変
わ
ら
ぬ

ご
交
誼
を
仰
ぎ
た
く
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
た
り
、こ
の
際
、防
衛
省
事

務
官
や
防
医
大
病
院
看
護
師

の
方
々
な
ど
病
院
各
職
種
の

共
同
作
業
に
よ
り
事
を
進
め

て
解
決
に
導
く
大
切
さ
を
経

験
で
き
ま
し
た
。ま
た
、全
国

の
自
衛
隊
演
習
地
の
視
察
、

時
に
は
、
財
務
省
と
の
予
算

折
衝
の
場
な
ど
に
も
連
れ
出

さ
れ
、
防
衛
省
の
特
別
職
国

家
公
務
員
の
意
味
を
広
く
、

深
く
学
び
ま
し
た
。
平
成
22

年
に
は
、教
務
部
長
を
拝
命
、

防
医
大
看
護
学
科
創
設
に
つ

い
て
準
備
室
長
兼
務
の
命
を

受
け
、
こ
の
時
に
先
の
大
戦

中
の
日
本
の
従
軍
看
護
婦
の

悲
惨
な
運
命
を
知
り
、
防
医

大
看
護
学
科
設
立
の
意
味
を

理
解
し
ま
し
た
。
平
成
24
年

に
、
副
校
長
（
医
学
教
育
担

当
）を
拝
命
、防
医
大
医
学
教

育
の
国
際
標
準
化
に
取
り
組

み
、
国
際
認
証
を
目
指
し
た

学
内
準
備
態
勢
の
整
備
を
行

っ
て
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
は
、
学
生
時
代
に
日
本

医
師
会
長
室
で
個
人
的
に
お

話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

た
故
武
見
太
郎
先
生
を
は
じ

め
、
慶
應
義
塾
大
学
の
多
く

の
諸
先
輩
方
、
後
輩
の
方
々

の
多
大
の
ご
支
援
を
受
け
て

の
防
衛
教
育
功
労
に
よ
る
受

章
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識

し
、
こ
こ
に
慶
應
義
塾
塾

員
、
特
に
、
三
四
会
員
の
方

々
に
対
し
心
よ
り
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
か
らCirculation

のAssociate Editor 

（
Ａ
Ｅ
）
を

し
て
い
る
。top journal

が
ど
の

よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
紹

介
し
て
お
き
た
い
。
Ａ
Ｈ
Ａ
は
６

年
ご
と
にEditor-in-Chief

（
Ｅ

Ｉ
Ｃ
）
を
公
募
す
る
。
私
は
Ｅ
Ｉ

Ｃ
のHill

先
生
と
は
面
識
は
な
か

っ
た
が
、
ス
カ
イ
プ
で
面
談
し
て

ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
。

　

Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
編
集
方
針
を
決
め
、

Ａ
Ｅ
が
共
同
し
て
雑
誌
を
完
成
さ

せ
る
。
週
間
の
科
学
雑
誌
で
あ
る

か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
研
究
論
文
が

最
も
重
要
で
あ
る
。Top Journal

な
の
で
年
間
に
６
０
０
０
以
上
の

原
著
論
文
が
投
稿
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｉ

Ｃ
は
全
て
の
投
稿
論
文
を
読
み
、

約
30
名
の
Ａ
Ｅ
に
割
り
振
る
。
血

栓
症
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
論
文
が
私
に
回

っ
て
く
る
。
年
間
２
０
０
く
ら
い

を
担
当
し
て
い
る

　

48
時
間
以
内
に
査
読
か
却
下
を

決
め
る
。
査
読
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
投
稿
論
文
の
50
％
以
上
を
却

下
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
る
。
自

分
が
ど
ん
な
状
況
で
も
48
時
間
以

内
に
却
下
／
査
読
を
決
め
ね
ば
な

ら
な
い
。
英
語
がnative

で
な
い

の
で
極
め
て
き
つ
い
。
単
独
で
却

下
し
き
れ
な
か
っ
た
年
間
１
０
０

本
く
ら
い
を
査
読
に
回
す
。
査
読

の
質
は
定
量
評
価
さ
れ
る
。「
依

頼
が
来
た
ら
直
ぐ
に
受
け
る
」、

「
期
限
内
に
編
集
委
員
が
感
心
す

る
よ
う
な
査
読
を
書
く
」、
な
ど

の
努
力
が
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
の
評
価
に
直
結
す
る
。
驚
く
ほ

ど
良
い
査
読
に
対
し
て

appreciation for outstanding 
review letter

を
送
る
。
そ
の
査

読
者
の
名
前
はlis

t o
f 

outstanding reviewer

に
掲
載
さ

れ
、
Ａ
Ｈ
Ａ
の
学
術
集
会
の

dinner

に
招
待
さ
れ
、
表
彰
さ
れ

る
。
査
読
はvoluntary

で
労
は
多

い
が
、
若
手
研
究
者
に
と
っ
て
は

発
展
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

公
開
論
文
の
最
終
決
断
の
た
め

に
、
毎
週
２
時
間
のEditor 

meeting

を
す
る
。
テ
キ
サ
ス
と

日
本
の
時
差
は
き
つ
い
。
相
手
が

早
起
き
し
て
く
れ
て
も
日
本
の
午

後
10
時
（
夏
時
間
は
９
時
）
か
ら

真
夜
中
の
ビ
デ
オ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
な
る
。
身
も
心
も
疲
れ
果
て

る
。
Ａ
Ｅ
を
経
験
す
る
前
に
は
、

自
分
の
論
文
が
却
下
さ
れ
た
時
に

rebuttal

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

慎
重
か
つ
多
面
的
な
評
価
の
結
果

な
の
で
多
く
のrebuttal

は
無
駄

で
あ
る
。
一
流
雑
誌
で
は
論
文
の

内
容
を
理
解
し
な
い
で
却
下
す
る

こ
と
は
な
い
。
論
文
の
内
容
を
十

分
に
理
解
し
て
却
下
し
て
い
る
。

　

米
国
は
競
争
社
会
で
あ
る
。

Editor

も
常
に
評
価
さ
れ
る
。
ハ

ン
ド
ル
し
た
論
文
数
、
最
初
の

decision

ま
で
の
日
数
、reject

し

た
論
文
の
う
ち
後
日
よ
り
質
の
高

い
論
文
に
採
択
さ
れ
た
論
文
数
、

な
ど
の
客
観
的
情
報
が
Ａ
Ｈ
Ａ
に

集
積
さ
れ
て
い
る
。
私
の
貢
献
が

大
き
け
れ
ば
大
き
い
な
り
に
、
小

さ
け
れ
ば
小
さ
い
な
い
のquality 

fee

が
支
払
わ
れ
る
。

　

日
本
か
ら
の
投
稿
論
文
数
、
採

択
論
文
数
と
も
に
低
下
し
て
い

る
。
質
、
量
と
も
に
中
国
の
発
展

が
著
し
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓

国
も
投
稿
論
文
が
多
い
。
現
状
で

は
私
の
次
に
日
本
か
ら
Ａ
Ｅ
が
選

ば
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
現
状
を

打
破
で
き
る
若
手
の
出
現
に
期
待

し
て
い
る
。
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